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湯
沢
町
町
民
憲
章

エ
コ
ド
ラ
イ
、フ
の
す
す
め

７
イ
ド
町
ン
グ

・
ス
ト

ｖ
〓
運
動

県
で
は
、
「環
境
月
間
」
（６
月
１
日
～
３０
日
）
に
当
た
り
、
ア
イ

ド
リ
ン
グ

・
ス
ト
ッ
プ
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

自
動
車
は
と
て
も
便
利
な
乗
り
物
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
や
社

会
の
活
動
に
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、

大
気
汚
染
や
騒
音
、
悪
臭
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
の
新
し
い
マ
ナ
ー
と
し
て
、
自
動
車

を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
た
ち
に
「ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運

動
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
燃
費
が
良
く
な
り
、
家
計
に
も
や
さ

し
く
地
球
に
も
や
さ
し
い
こ
の
取
組
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
が
、
自
動
車
を
運
転
す
る

と
き
に
、
ち
よ
っ
と
し
た
気
配
り
を
す
れ
ば
、
窒
素
酸

化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◇
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

車
を
離
れ
る
と
き
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
よ
う
に
心

推
け
ま
し
よ
う
。

◇
不
要
な
荷
物
を
の
せ
な
い

エ
ン
ジ
ン
に
余
計
な
負
担
ガ
か
か
り
、
窒
素
酸
化
物

な
ど
の
排
出
量
ガ
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

◇
空
ぶ
か
し
を
し
な
い

空
ぶ
か
し
は
、
燃
料
を
無
駄
に
し
、
窒
素
酸
化
物
な

ど
の
汚
染
物
質
を
改
き
散
ら
し
ま
す
。

◇
急
発
進

・
急
加
速
の
抑
制

ア
ク
セ
ル
を
大
き
く
踏
ん
だ
と
き
に
は
エ
ン
ジ
ン

に
高
い
員
荷
ガ
か
か
り
、
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
排
出
量

が
増
え
ま
す
。

に
ヽ

⑭

「禁
煙
」
タ
イ
ム
。

◇
相
乗
り
励
行

同
じ
方
向
に
出
か
け
る
場
合
、
一
合
に
相
乗
り
し
て

車
の
数
を
減
ら
せ
ば
、
そ
の
分
排
気
ガ
ス
の
量
も
減
り

ま
す
。

◇
定
期
的
点
検
整
備

点
検

表
重
備
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
で
排
気
ガ
ス
の

量
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◇
計
画
的
な
運
転

時
間
の
無
駄
、
燃
料
の
無
駄
で
不
要
な
排
気
ガ
ス
を

ま
き
散
ら
さ
な
い
た
め
に
も
、
計
画
的
な
運
転
を
心
掛

け
ま
し
よ
う
。

◇
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

出
ガ
け
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
電
車
や
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
よ
う
。

◇
自
動
車
の
利
用
抑
制

（自
転
車
、
徒
歩
な
ど
）

環
境
の
た
め
に
も
、
健
康
の
左
め
に
も
、
近
距
離
な

ら
、
徒
歩
や
自
転
車
を
利
用
し
て
車
の
使
用
を
減
ら
す

よ
う
心
掛
け
ま
し
よ
う
。
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磯
蔭
鶴
鞄
絢
闇
粂
期
か
飴
姦
イ

５
月
７
日
、
選
挙
後
の
初
議
会
が
開
か
れ
、
議
長
、
副
議
長
の
選
出
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

議
長
に
は
高
野
榮
司
氏

（左
写
真
）
、
副
議
長
に
は
半
澤
利
貞
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
高
野
榮
可
氏
は
Ｎ

平
成
７
年
初
当
選
、
町
議
会
議
員
３
期
目
で
す
。
（各
議
員
の
所
属
は
３
頁
の
表
の
と
お
り
で
す
。
）
　

′

ま
た
、
今
回
の
議
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
次
に
掲
げ
る
専
決
処
分

（①
）
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

０
湯
沢
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

０
湯
沢
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
Ｃ
報
占
毛
つ
い
て

０
湯
沢
町
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

０
平
成
１４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
９
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
　
　
　
　
・

０
平
成
１４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

０
平
成
１４
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
　
　
く

０
平
成
１４
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
５
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

０
平
成
１５
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

①
議
会
が

「議
決
」
を
す
べ
ぎ
事
項
は
、
地
方
自
治
法
に
制
限
列
挙
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
議
会
が
成
立
し
な
い
場
合

（議
員
が
召
集
に
応
じ
な

い
、
定
足
数
に
満
た
な
い
）
や
議
会
を
召
集
す
る
暇
が
な
い
、
あ
る
い
は

議
決
し
な
い
場
合

（議
決
ま
で
に
相
当
の
期
間
を
要
す
る
、
審
議
が
延
び

延
び
に
な
り
議
決
し
な
い
）
は
、
首
長

（町
長
）
に
決
定
の
権
限

（専
決
処

分
）
を
認
め
て
い
ま
す
。
こ
の
権
限
に
基
づ
き
決
定
し
た
場
合
は
、
次
の

定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

議
会
の
権
限
に
属
す
る
経
験
事
項
は
、
議
会
の
議
決

（議
会
か
ら
の
委

任
）
に
基
づ
い
て
首
長

（町
長
）
に
決
定
の
権
限

（専
決
処
分
）
を
認
め
、

決
定
後
は
報
告
す
れ
ば
よ
い
ｔ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、一この
よ
う
に

議
会
の
議
決

（決
定
）
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
に
よ
り
首
長

（町
長
）
が
議
会
に
代
わ
っ
て
、
処
分

（決
定
）
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

( Ⅲ
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議 員 所 属

◎委員長 ○副委員長 ○所属
議

　

長

副
議
長

議席番号 16 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14

氏名

高

断

榮

司

半

澤

利

貞

南

雲

和

夫

今

村

定

一

師

田

保

f

南

雲

正

美

高
。橋

博

幸

田

村

正

幸

田

村

計

久

井

口

智

晴

森

下

昌

次

佐

藤

守

正

細

川

弘

美

柿

崎

直

治

長
谷
川
昭
次

池

田

　

弘

教

会熊時
総

常 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ③ ○

設

会細僻
産

常 ○ ○ ○ ○ ○ ○

営

会鋼
員
議

委 ◎ ○ ○ ○ ○

策

会榊隣
広

特
○ ○ ○ O ③

合

員麟錦
郡

議
○ O ○ ○

タ
○ ○ ○

/~) 
と

(、
_

議会事務局からお知らせ
今年度から「車綺子」をご使用の方も議会傍聴ができるようになりました。
希望される方は議会事務局 QM84-3重5)までご連絡ください。

平
成
■
年
８
月
２７
日
以
来
、
南
越
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い
た

「湯
沢
町
職
員
の
不
正

探
偵
団
が
徹
底
追
求
」
と
称
す
る
記
事
に

お
い
て
、

回
町
職
員
が
悪
事
を
働
い
た
町
民
を
匿
い
逃
亡
さ
せ
た
。

□
町
職
員
が
土
地
所
有
図
を
ご
ま
か
し
て
町
有
地
を
自
分
の

名
義
に
書
き
替
え
、
町
が
町
民
の
土
地
を
侵
奪
し
て
道
路
公

団
に
売
却
し
た
。
ま
た
、
同
じ
土
地
を
二
重
、
三
重
売
り
し
た
。

□
町
が
同
じ
地
番
を
不
正
に
設
け
、
土
樽
駅
か
ら
離
れ
た
原
野

を
駅
付
近
の
宅
地
と
し
て
道
路
公
団
に
売
却
し
た
。

な
ど
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
悪
質
な
誹
誘

・
中
傷
は
、
掲
載
さ
れ
た
個
人
や
湯

沢
町
が
犯
罪
者
や
犯
罪
集
団
で
あ
る
か
の
ご
と
き
印
象
を
与

え
て
お
り
、
名
誉

・
信
用
の
失
墜
及
び
地
域
社
会

へ
の
悪
影
響

を
考
え
て
、
湯
沢
町
及
び
個
人
は
、
働
南
越
新
聞
社
代
表
取
締

役
の
池
田
今
朝
松
氏
を
名
誉
毀
損
で
新
潟
地
方
検
察
庁
長
岡

支
部
に
平
成
■
年
１２
月
３
日
付
で
告
訴
い
た
し
ま
し
た
。

一
こ
の
度
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
全
く
事
実
無
根
、
虚
偽
誤
信
の

内
容
で
あ
り
、
掲
載
さ
れ
た
元
農
業
委
員
会
事
務
局
長
の
名
誉

を
著
し
く
毀
損
し
た
と
の
判
決
が
３
月
２５
日
に
あ
り
ま
し
た
。

判
決
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
被
告
人
を
懲
役
１
年
に
処
す
る
。

■
こ
の
裁
判
が
確
定
し
た
日
か
ら
３
年
間
そ
の
刑
の
執
行
を

猶
予
す
る
。
　
　
　
　
本

■
訴
訟
費
用
は
被
告
人
の
負
担
と
す
る
。

関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
報
告
と
い

た
し
ま
す
。平

成
１５
年
５
月
２５
日
　
　
湯
沢
町
長
　
村
山
　
隆
征

町
民
の
昔
様

ヘ

(3)



使用料
分担金・

地方譲与税

県支出金

国庫支出金

諸収入

牽果入金

その他

地方

l

《
一
般
会
計
》

平
成
１５
年
度

一
般
会
計

の
当
初

予
算
総
額
は
、
６６
億
５
十
万
円
で
、

平
成
１４
年
度
当
初
予
算
比
較
で
は

９
億
円

（△
Ｈ
ｏ
９
％
）
の
大
き
な

減
少

と
な

っ
て

い
ま
す
。
減
少

の

要
因
と
し
て
は
、
保
健
医
療
セ
ン

グ
ー
の
建
設
と
福
社
セ
ン
タ
ー
の

改
修
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
や
原

新
田
町
せ
住
宅

の
定
替
を
平
成
１４

年
度

に
前
倒
し
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
ま
す
。

が
出
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
請

に
対
応
す
る
た
め
に
５
億
２
十
万

円

の
財
政
調
整
基
金

（年
度
間

の

財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め

の
積
立
金
）
を
取
り
崩
し
て
の
予

算
編
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。

○
歳
入
町
税
の
収
入
は
軒
億
８
４
６
２

万
５
十
円
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
、

３
億
４
５
１
十
万
６
十
円
減
と
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

固
定
資
産
税
の
土
地
、
家
屋
に
つ

い
て
３
年
に

一
度

の
価
格
の
見
直

し

（評
価
替
）
が
行
わ
れ
、
償
却
資

産

の
減
価
と
あ
わ
せ
て
３
億
５
６

５
万
７
十
円
減
少
し
た
こ
と
や
町

民
税
の
所
得
割
が
昨
年

に
続
き
２

６
６
０
万
２
十
円
減
少
し
た
こ
と

な
ど
が
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
庫
補
助
金
は
公
営
住
宅
の
建

設
を
平
成
１４
年
度
に
前
倒
し
し
た

こ
と
や
大
源
太
川
の
災
害
復
旧
事

業

の
完
了
な
ど
で
４
３
０
４
万
３

十
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

○
歳
出

①
総
務
費

Ｉ
Ｔ
（情
報
通
信
技
術
）
化
事
業

の

一
環
と
し
て
平
成
１３
年
度
よ
り

計
画
的
に
導
入
を
進
め
て
い
る
Ｇ

Ｉ
Ｓ
（地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
）
に
つ

い
て
、
今
年
度
は
建
設
課
関
連
の

道
路
管
理
合
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

一
部
の
情
報
を
町
内
外
に
発
信
す

る
た
め
の
準
備
を
進
め
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
有
効
利
用
の
促
進
を
図
る
費
用

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報

化
の
進
展
と
同
時
に
情
報
等
の
漏

洩
を
防
ぐ
等
、
運
用
管
理
に
万
合

を
期
す
た
め
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
・―

ポ
リ
ン
ー
を
作
成
す
る
費
用
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
拡
充
や
病
院
匙
ロ

タ
ク
シ
ー
運
行
の
た
め
の
補
助
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

町

の
収

入

の

根
幹

は
町
税
収

入
で
す
が
、
経
済

が
停
滞

す

る
な

か
で

個

人
所
得

の
減

少

や
設
備

投
資

の
減

少

に

よ
り

こ

こ
数
年

大

き

く
税

惧

が

落

ち
込

ん
で

い

ま
す
。
反
面
、
支

出

に

つ
い
て
は

福
社
制
度

の
九

実

や
る
種

公
共

施
設

の
老

朽
化

に
よ
る
改
修
、
国

の
目
指

す
電

子

国
家

に
向

け

て

の
条

件
埜

備

な

ど
様

々
な
需
要

予算額

(千円)

構成比

(%)

前年比増減

(千円)

内訳 固定資産税

町民税

入湯税

町たばこ

軽自動車税

特

都市計画税

4, 984, 625 75. 0 △ 3451 116

4, 136, 927 △ 305, 657

6れ8, 085 △ 26, 602

110, 251 △ 890

104, 542 △ 1, 458

13, 118 △ 277

2 △ 10, 282

1, 700 50

繰入金 523, 617 7.9 △ 365, 984
部R入 283, 858 4.3 △ 81, 130

156, 696 2.4 △ 43, 043
| 156, 140 2.3 5, 003

見 155, 365 2.3 29, 525

封 !税交付金 100, 000 1.5 △ 27, 000
1 68, 000 1.′ 0 0

う 57, 825 ,0.9 △ 4丁 843

:用料 。手数料 47. 373 0.7 4, 988

そ

の

他

町 11, 000 0。 2 △ 65, 900

E 30, 000 0.4 0

自動車取得税交付金 30, 000 0.4 0

地方特例交付金 25, 000 0.4 0

10, 000 0。 2 △ 5, 000

,レ 7, 000 0.1 △ 1, 000

交通安全対策特別交付金 2, 500 0.0 △ 500

地方交付税 1, 000 0.0 0

1 0.0 0

6, 650, 000 100. 0 △ 900, 000

広報ゆざわ H15.5.25  (4)



△
ロ

農林水産業費
その他

奪

総務費

72.1

土木費

73.975.5

民生費

66.5

消防費

公債費

教育費

商工費

衛生費

93.2

億円

０

　

　

０

　

　

０

　

　

０

９

　

　

８

　

　

７

　

　

６

景
気
低
迷
に
よ
り
収
納
業
務
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
収
納
課
を
設
置

し
、
引
き
続
き
微
収
嘱
託
員
を
東

京

に
２
夫
、
町
内

に
―
人
配
置
す

る
な
ど
微
収
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

国
際
姉
妹
都
市
提
携
に
向
け
て

の
候
補
地
調
査
予
算

と
し
て
２
０

０
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

②
民
生
費

障
害
者
が
家
庭
や
地
域
に
お

い

て
自
立
し
、
い
き

い
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
、
今
年
度
よ
り
障
害
者
支

鞍ヽ
費
制
度
が
ス
ダ
ー
ト
す
る
な
ど
、

障
害
者
生
活
支
援
事
業
費
と
し
て

２
１
８
３
万
９
十
円
計
上
し
て

い

ま
す
。
沖
立
保
有
園
の
大
規
模
改
修
エ

事
を
は
じ
め
と
し
た
保
育
園
の
施

・設
維
持
改
修
費

と
し
て
３
３
４
０

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
ダ
ー
事
業
及

び
学
童
保
育

へ
２
０
８
５
万
８
十

円
計
上
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

へ
↑

０
６
３
万
６
十
円
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計

へ
５
十
万
円
、
老
人

保
健
会
計

へ
４
８
９
７
万
１
十
円

の
線
出
金
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

③
保
健
衛
生
費

各
種
健
康
診
査
、
予
防
接
種
や

ご
み
処
理
の
た
め
に
多
く
の
予
算

を
配
分
し
て

い
ま
す
。

保
健
医
療
セ
ン
ア
ー
の
安
定
的

経
営

と
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、

病
院
事
業
会
計

へ
十
億
６
十
万
円

の
補
助
金
セ
計
上
し
て
い
ま
す
。

広
成
連
合
で
行
う
ご
み
焼
却
場

の
改
築

に
伴
う
費
用
を
昨
年

に
引
　
　
・

き
続
き
３
５
８
３
万
９
十
円
計
上

し
て
い
ま
す
。

④
農
林
水
産
業
費

晨
業
生
産
条
件

の
不
利
な
山
聞

素
雪
地
で
、
皮
業
生
産
者

が
安
定

し
た
基
盤
を
も

っ
て
農
業
生
産
活

動
に
従
事
で
き
、
皮
地
の
持

つ
自

然
環
境
、
自
然
景
観

の
保
全

と

い

う
観
点
か
ら
も
そ
の
活
性
化
に
向

け
た
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

昨
年

に
引
き
続
き
、
中
山
間
地

域
直
接
支
払

い
事
業
等
に
予
算
を

計
上
し
て

い
る
ほ
か
中
山
間
地
域

総
合
整
備

（大
字
土
樽
地
区
）
事
業

負
担
金

と
し
て
７
５
１
７
万
６
十

円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
土

地
改
棄
医
で
行

っ
て
い
る
土
地
基

盤
整
備
事
業

の
借
入
金
の
え
刹
償

還
金
４
１
１
２
万
５
十
円
を
助
成

し
ま
す
。

③
商
工
費

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
産
　
の

業
の
観
光
宣
伝
費
や
、
観
光
施
設

一般会計当初予算額

86.686.3

78。 15 79.5

H6 H7'H8 H9H10 HllH12 H13 H14 H15

T

予算額

(千円)

構成比

(%)
前年比増減

(千円)

土木費 1, 653, 992 24. 9 △ 106, 103

民生費 1, 030, 446 15,5 △ 119, 159

総務費 838, 167 12.6 △ 57, 044

教育費 711,215 10.7 33, 989

衛生費 649, 829 9.8 △ 502, 379

商工費 624, 484 9,4 △ 99, 386

消防費 398, 018 6.0 17, 168

公債費 337, 449 5.0 △ 41, 674

農林水産業費 246, 896 3.7 13, 834

そ

の

他

議会費 ′ 93, 280 1.4 △ 12, 647

労働費 22, 828 0.3 △ 1,118

災害復旧費 18, 395 0.3 △ 25, 481

諸支出金 I 0.0 0

予備費 25, 000 0.4 Q、

計 6, 650, 000 100. 0 △ 900, 000



整
備
費
等
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
観
光
宣
伝
費
と
し
て
約
―

億
４
２
４
５
万
円
を
計
上
し
、
「観

光
の
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
事
業
に

２
２
０
０
万
円
を
配
分
し
、
町
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
観

光
施
設
整
備
と
し
て
、
登
山
道
の

整
備
や
大
源
太
キ
ャ
ン
ブ
場
の
管

理
費
や
安
全
施
設
整
備
の
予
算
を

計
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
事

業
会
計

（
ロ
ー
ブ
ウ

ェ
ー
）
へ
の
企

業
債
償
還
補
助
金

と
し
て
十
億
８

１
９
５
万
２
十
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

③
土
木
費

道
路
の
維
持
管
理
及
び
除
消
雪

等

の
雪
対
策
費

に
多
く
の
予
算
を

計
上
し
て

い
る
ほ
か
、
道
路

の
新

設
改
皮
費
と
し
て
は
せ
野
２
号
線
、

江
沢
―
号
線
、
堀
切
―
子
線
、
中
川

線
等
に
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
９
月
下
旬
よ
り
分
譲
を
予

定
し
て
い
る
二
十
子
の
宅
地
竜
成

事
業
に
６
０
０
５
万
円
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
申
央
公
園
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
野
球
場

の
フ
ェ
ン
ス
設
置
、
少
年
野
球
場

防
球
ネ

ツ
ト
設
置
、
テ

ニ
ス
コ
ー

ト
改
修
等

の
予
算
を
４
６
０
０
万

円
計
上
し
て

い
ま
す
。
下
水
道
特

別
会
計

へ
の
線
出
金
と
し
て
７
億

７
２
６
５
万
円
を
計
上
し
て
事
業

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

⑦
消
防
費
　
　
　
・

広
成
消
防
の
負
担
金

と
し
て
３

億
８
９
０
７
万
５
十
円
を
計
上
し

て
い
る
ほ
か
、
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
く
避
難
所
等

の
案
内
看
板
整

備

の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

③
教
育
費

今
年
度
よ
り
外
国
語
指
導
助
手

を
十
人
増
員
し
英
語
教
育

・
国
際

粛
理
解
教
育

の
充
実
を
図
る
Ｌ
か
、

校
外
大
会

へ
の
参
加
費
助
成
等
に

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
の
建
設
基
全

へ
の
積
立
を

５
十
万
円
行

い
ま
す
。

す　
公
民
館
で
は
、
咎
種
詩
座
、
全
国

童
画
展
、
雪
国
展
な
ど
を
引
き
続

き
開
催
す
る
ほ
か
、
雪
国
展
の
作

品
購
入
費
と
し
て
３
十
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
２‐

年
度
開
催
予
定
の
冬
季
国
体
に
尚

け
国
体
準
備
係
を
設
け
、
開
催
準

備
の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

《
特
別
会
計
》

特
定

の
事
業
を
行
う
場
合
、
そ

の
事
業

の
収
入
を
支
出

に
あ
て
、

一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す
る

会
計
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
は
、
他

の
医
療

保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
皆

さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
国
民

健
康
保
険
税
と
国
、
県

の
補
助
金

か
ら
成
り
立

っ
て

い
ま
す
。
歳
出

で
は
医
療
費
支
出

の
た
め
の
予
算

を
計
上
し
て

い
る
ほ
か
、
出
産
育

児

一
時
金

の
助
成
や
人
間
ド
ッ
タ

に
対
す
る
助
成
金
等
、
少
子
化
対

策
や
疾
病
予
防
活
動
の
予
算
も
計

上
し
て

い
ま
す
。

○
老
人
保
健
特
別
会
計

老
人
保
健
制
度
は
、
老
後

に
お

け
る
健
康
の
保
持
と
適
切
な
医
療

の
花
保
を
図
り
、
高
船
者

が
安
趙

し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
医
療
給
付
制
度
で
す
。
対
象

と
な
る
７５
歳

（
一
定

の
障
害

の
あ

る
夫
は
６５
歳
）
以
上
の
人
に
対
し
、

保
険
給
付
等

の
事
業
を
行
な
う
た

め
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

○
下
水
道
特
別
会
計
　
　
　
　
・・

公
共
水
域

の
水
質
保
全
と
健
康

で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
の
た

め
、
下
水
道
整
備
等

に
か
か
る
予

算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
下
水
道

普
及
率
は
、
８４
ｏ
８
％

（平
成
１５
年

平 成 15年 度 主 要 事 業

|

予算科目 事業内容
予算額

(千円)

左のうち国

県支出金等

総  務  費

路線バス運行費助成 (浅貝、旭原、十樽仙 ) |

病院循環夕つシー運行補助◆

国際姉妹都市調査 と. 00〔
地図情報化システム導入 5. 00(
中里・古野地区地籍調査

徴斗又嘱託費 (事務所経費含む )

民  生  費

障冒者 及び身障者勘 設支援等 8_ /3と 86_ h4
UJ社会福祉協議会補助金 〕. 22
ア干護予防・生渚支援事業 351 10_ 06と

保育園施設改1参工事 3. 40〔 16. 74
子育て支援センター事業 5. 26〔 | 5. 4〔

衛  生  費

形防接種 |

各種検診、健康診査 1 1lZ 8. 78〔

乳幼児・妊産婦医療費助成 2. 00(
可燃・不燃ごみ収集 8〔〕〔

病院事業会計補助金 ¶〔 000

農林水産業費

水田農業経営確立対策事業 (転作 ) i 36Z 95〔

中山間地域直接支払事業 1 67之 4 F19F

】_ 1/t

商  工  費

湯沢田」商工会こらつしやい湯沢収種築分 ′
_(〕〔〕〔

観光宣伝賢 17 )_ 4h

湯沢町「観光のまちづくり 1推進事業補助金 '_〔
)〔 )〔

地域活 1生イヒ事業補助金 )_t〕〔)(

土  木  費

道路除雪・凛結防止斉ll散布等 20 J_ b6多
道路修繕 00〔

這路新設改艮 1 11. 90〔

者b市万伍設管理委託 lttБ雨施設公社 ) 5. 60〔

2. 90〔

都市計画方伍設ギ害備・己箕修 Z 3. 00〔 26. 00〔

公営住宅建設費 3 89 70. 00〔 |

上中子宅地造成事業

消  防  費 広域消防員担金 3[ 〕_ /0と 11_ 791

避難所等案内看板作成・設置 ^7〔〕〔

教  育  費

外国語指導費

中学校建設基金 )_ 00′

全国重画展 支 65
雪国展作話嬌入賢 〕. 00C )
田J兇編さん賢 99
団体準偏負

‐
金 〕. 80〔

広報ゆざわ H15.5.25  (6)



４
月
十
日
現
在
）
と
な
り
、
県
内
で

も
上
位
と
な

っ
て

い
ま
す
。
今
年

度
は
、
二
居
と
一俣
地
区
の
下
水
道

整
備
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
予

算
も
計
上
し
て

い
ま
す
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計

平
成
１２
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
介

護
保
険
は
、
高
船
者
が
介
護
を
蜂

要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
社
会

全
体
で
支
え
る
保
険
絵
付
制
度
で

す
。
介
護
誕
定
者

へ
の
施
設
入
所

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
保
険
絡
付
の
予
算

を
計
上
し
て

′ヽ、
ま
す
。

《
企
業
会
計
》

民
間
の
企
業
と
同
じ
よ
う
に
独

立
採
算

の
会
計
で
、
経
費
は
税
金

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
益
で

ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

○
水
道
事
業
会
計
　
　
い

老
朽
管
（石
綿
管
）
か
ら
鋳
鉄
管

等

へ
の
布
設
替
え
や
、
配
水
施
設

の
整
備
等
、
皆
さ
ん
に
安
全
で
安

定
し
た
水
の
供
給
を
行
う
た
め
の

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
温
泉
事
業
会
計

町
の
大
切
な
資
源
で
あ
る
温
泉

の
安
定

し
た
供
給
を
図
る
た

め
、

配
湯
管

の
布
設
替
え
等
、
湯
沢
町

の
源
泉

の
維
持
管

理
を
行

い
ま

キ

リ

。

○
観
光
事
業
会
計

３

１
ブ
ウ

ェ
ー
）

景
気

の
仏
迷
が
続
く
な
か
、
厳

し

い
経
営
が
続

い
て

い
ま
す
が
、

積

極

的

な
事

業

展

開

を
行

い
、

一七

‐
プ
ゥ

ェ
ー
収
入
等

の

‐堵
を

図
り
ま
す
。
今
年
度
は
高
速
ト
リ

ブ
ル
リ
フ
ト
の
改
文
を
行
う
等
、

施
設
笞
備
を
行

い
ま
す
。
一
般
会

計
か
ら
の
企
業
債
償
還
分

（―
億

８
１
一９
５
万
２
十
円
）
の
補
助
を

オ受
け
る
な
か
、
経
費
の
削
減
、
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
安
定
し
た

経
営
基
盤
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

○
病
院
事
業
会
計

保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
の
会
計

で
す
。
保
健
医
療
セ
ン
ダ
ー
の
診

療
収
入
な
ど
を
こ
の
会
計
で
党

け
て
か
ら

（社
）
地
域
医
療
振
興

協
会

に
診
療
報
酬
と
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
企
業
債

の
償
還
や
施
設
設
備

の
簿
価
管

理
を
行

い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら

の
補

助
金

十
億

６
十

万
円

は

（社
）
地
域
医
療
振
興
協
会

に
経
営

健
会
化
交
付
全

と
し
て
８
十
万
円

が
支
出
さ
れ
る
ほ
か
、
企
業
債
の

償
還
や
医
療
機
器

の
修
繕
な
ど
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

↓
　
　

↓
　
　
↓

争

一般会計から他会計への繰出金、補助金   単位 :千円()は前年上ヒ増減
◆  50,隅

:)争

争 銘,;ち :)
争
(△ 134,8認 )

中
772, 650

(28, 321)

90, 636
(△ 3,973)

(量を,駕!)→
181, 952

(△ 4,983)

2, 000

(0)

160, 000

325, 954)

→

→

→(病院事業会玲

争

予算額 (千円) 前年比% 理 由

国 民 健 康 保 険 834, 805 4. 3 医療費の増

老 人 保 健 783, 103 2. 6 受診率の増

国民健康保険診療施設 0 △ 100. 0 保健医療センター完成による会計の廃止

下   水   道 1, 580, 600 0。  9 元利償還金の増

介 護 保 険 549, 774 12.5 利用者の増
△
口 計 3, 748, 282 △ 29。  3

予算額 (千円) 前年比% 理 由

水 道 事 業

収益的収入 47島 418 △ 3.4 料金収入減
収益的支出 421, 248 △ 2.5 人件費・長期債利息減
資本的収入 144.534 △ 7,9 下水遠関連補償料減等
資本的支出 342, 477 △ 5。 2 配水管新設・布設替等

温泉管理事業

収益的収入 116194 △ 2.8 温泉使用1料減
収益的支出 108, 987 0.1
資本的収入 0

資本的支出 13, 907 △ 11.2 江沢 1号線送湯管布設替

観 光 事 業

収益的収入 994, 089 △ 0.e スキーリフト収天滅等
収益的支出 994, 089 0. 9 スキースグール事業増

資本的収入 0

資本的支出 191, 272 △ 7. 7 高速トリプルリフト改良他

病 院 事 業

収益的収入 囲 ,986 43. g

収益的支出 956, 822 45. 7

資本的収入 0 △ 100.  G 皆滅

資本的支出 0 △ 100. 0 皆減

収益的 。資本的収入計 2,67働 521 △ 36.通

収 益 的 ・資 本 的 支 出計 3, 028, 802 △ 33,4

企業会計

一般会計

→
l△

争争

(7)



保
育
国

の
国
庭
を
開
放

し
ま
す

親
子
で
自
由
に
遊
ん
だ
り
、
保
育
園
の
子

ど
も
達
や
保
育
士
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
保
育

園
の
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

【期
間
】

６
月
か
ら
３
月
ま
で
の
月
～
金
曜
日

（雨
天

。大
雪
な
ど
悪
天
候
時
は
、
園
内
で

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

【時
間
】

年
前
９
時
～
１１
時
３０
分

【場
所
】

各
保
育
園
の
園
庭

剣

象
】

０
歳
時
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児

A

お
父
さ
ん

出
番

で
す
よ

″
　

～
親

子
で
遊
ぼ
う
～

お
忙
し
い
お
父
さ
ん
＞
お
疲
れ
で
し
よ
う

が
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
体
を
動
分
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
親
子
の
ふ
れ
あ
い
も
大
切
な

子
育
て
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
う
し

て
い
ま
す
。

【申
込

・
間
い
合
わ
せ
】

各
保
育
園
又
は

一
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

砒
７
８
０

・
６
１
６
３

【日
時
】
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

６
月
１１
日

（水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
′

年
後
７
時

！
～
８
時
３０
分

【△
不
但物
】
　
　
　
　
】

カ
ル
チ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー
　
ア
リ
ー
ナ

【対
象
】
　
　
　
　

イヽ

３
歳
～
５
歳
の
お
子
さ
ん
と
お
父
さ
ん

【内
容
】
　
　
　
　
　
　
　
　
・

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
　
　
　
，・
・

【講
師
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
咤

田
中
純

一
先
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

（有
明
児
童
セ
ン
タ
ー
）

【申
込
締
切
】

５
月
３０
日

（金
）

※
当
日
は
、
運
動
で
き
る
服
装
、
履
物

（内
履

き
）
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
父
さ
ん
の

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

参加者募集 !矮鰯踵臆泳踵
【日程・内容】

【申込 。問い合わせ】

(財)湯沢町都市施設公社 (T[L784-1511)※定員になり次第締め切ります。

日時 募集講座 内容など 講師 集合場所

6月 8日 (日 )

10:30
ぞ
13:00

鐵罐②琢輩鶴
静鰺留睾移T
参加料 :500円

定員 :25名

直径 lm級のブナの巨木が点在す
る大源太登山道。ゆっくりと歩い

てみましょう。聴診器、虫めがね等

用意してあります。
｀

森遊びスタンフ

大源太キャニ

オン青少年旅

行 村 駐 車 場

(管理棟周辺 )

6月 15日 (日 )

10:30
1

13:00

徽 靱
∞
参加料 :1,500円

定員 :15名

木の葉などの自然素材を採取 し、

これをモチーフに絵葉書やコース

ターを染色。絵案書、コースター、

染料は用意してあります。

アトリエ・エクセレンス

佐藤幸子 さん

7月 6日 (日 )

10:00
ど .
12:00

盟
の胸冨抑鰯罐
参加料 :4,(XXl円

定員 :艶名

めったに乗 らないカヌー。湖面に

映える大源太山をバックに、基本

か ら教 えます。濡れてもいいス

ニーカーと服装で。小学生以上

ナキューサ

カヌークルージング協会

大平 満さん・

広報ゆざわ H15。 5。 25  (8)



水
道
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

が

利
用
で
き
る
ま
で
に
普
及
し
て

い

ま
す
。
し
か
し
、
蛇

口
を
ひ
ね
る
と

水
が
出

る
生
活

が
当
た
り
前

に

な

っ
て
、
水
道

に

つ
い
て
の
書

識ヽ

が
薄
く
な
り
が
ち
で
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
水
道

に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

湯
沢
町
の
平
成
１５
年
４
月
十
日
ｒ

現
在
の
絡
水
人
口
は
、
８
，
８
３
６

人

（３
，
０
９
４
世
帯
）
で
、
俗
水

準
は
御
・
７
％
、
平
成
１４
年
度

の
年

間
配
水
量
は
、
３
，
５
４
６
ａｍ
に
も

な
り
ま
す
。

水
道

水

は
、
工
夫

に
よ
り
節

水

で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
も

工
夫

し
節

水

に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

簿涯yの生,舌全 F本を舅麿して正素ル李一魏 聯 跨 rr

靭
一

~■ ― :=千 1~~~~~~・

|   :ヽ (

シャつ一響の
出しつ淑し輩】章もヽ

奮

色辞沸いは

■
ヽ

」一一●

¨
．
　

■

■
ィ
■

ド
ら

■

|、 ィ
ー ため||すど

白    赫 尉「
;斎

“

、
争:甲
,一

淮霜は6趣や
照 ジ`ン湊調と

醒鬱なだけ

として、

まとめ洸tヽ
轟

O鶴醐鰯駆淫麗温つい理
施設の設置後、年数を経過した老朽施設や、新たに必要になった設備を計画的に整備しています。また、

施設の新設、改良及び修繕などは、皆さんからお支サムいいただく水道料金、国からの補助金等によって

行っています。昨年度の主な施設整備は次のとおりです。

覇謂

整 備 名 工 事 区 間 等 整
す  備   理   由

駅通地内配水管布設替 駅前通り (県道)上り。下り 老朽配水管 (石綿管)の布設替工事

上水高区配水池内塗装補修 城平配水池 (No.2) 老朽化した内壁の補修及び塗装

大刈野送水管布設替
大刈野ポンプ場前

(県道神立・湯沢線)
県道改良 (拡幅)に伴う支障移転工事

七谷切地内配水管布設替
七谷切地内

(県道神立 。湯沢線等)

公共下水道工事にあわせた老朽配水管

の布設替工事

中里スキー場線配水管新設
中里ロッジから

中里スキー場ゲレンデレストラン

公共下水道工事にあわせた老朽配水管

の布設替及び未整備地区への配水管新

設工事

浅貝地内配水管新設 地蔵様から柏屋体育館

公共下水道工事にあわせた老朽配水管

の布設替及び未整備地区への配水管新

設工事

二居簡易水道計装室新設 町道二居 。土樽線沿い
管理を容易にするため、塩素滅菌施設

や計装機器施設を除雪路線に新設

(水力発電交付金事業)

堀切簡易水道滅菌室新設 国道 17号沿い
旧施設がなだれ危険地域のため冬期間

の管理ができなく、また受電装置もな
いため国道沿いに新設

(9)



『
１
１
９
番
の
話
』

自
分
の
家
族
が
突
然
倒
れ
、
自

分
自
身
が
交
通
事

故
に
巻
き
込
ま

れ
た
時
、
人
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り

ま
す
。
気
が
動
転
し
た
状
態
で
は

妥
領
よ
く
通
報
が
出
来
な

い
も
の

で
す
。
救
蕉
卓
を
早
く
呼
ぶ
に
は

次
の
点
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

①

ｌ
ｌ
９
番

に
ダ
イ
ヤ
ル
し

「救

急
で
す
」
と

ハ
ッ
キ
リ
告
げ
る
。

（指
今
宣
は
消
防
車
と
救
急
車
の

出
動
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
）

②
手
短
に
息
者
さ
ん
の
状
態
を
伝

え
る
。
害
い識
が
な

い
、
血
が
出

て
い
る
、
好
吸
が
な

い
な
ど
）

③
来

て
も
ら

い
た

い
場
所

の
仁

所

・
番
地

。
世
帯
三
名
を
告
げ

る
。

（交
通
事
故
で
は
逹
路
名
・

目
標
物
と
な
る
建
物
等
を
教
え

て
も
ら
う
と
到
着
時
間
の
短
縮

に
つ
な
が
り
ま
す
。
〉

④
電
話
を
か
け
た
方
の
穴
名

ｏ
電

話
番
号
を
聞
き
ま
す
。

※
携
帯
電
話
で
通
報
す
る
場
合
は

上
逮
消
防
本
部
経
由
で
魚
沼
消

防
本
部

へ
つ
な
が
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

耳
が
聞
こ
え
な
い
方
や
声
が
出

な
い
方
の
為
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の

１
１
９
番
通
報
も
受
付
け
て
い
ま

す
。
通
報
の
際
は

（７
８
２
・５
１

１
９
）
へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

魚
沼
消
防
署

の
通
信
指
今
室

に

は
救
急
教
育
を
受
け
た
隊
員
が
待

機
し
て

い
ま
す
。
現
場
が
消
防
署

か
ら
逮
隔
地
で
あ

っ
た
り
、
鷲
臓

が
停
止
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
電

話
を
通
じ
て
痣
急
手
当
を
指
示
し

て

い
ま
す
。
覚

付

員

の
指

示

に

従

っ
て
積
極
的
に
手
当
て
を
実
施

し
て
く
だ
さ

い
。

の の ろ

相談の種類 相談時間 6月

よろず相談

毎週月曜日から金曜日

9:00ヘレ17:00
(土 日祝日・年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です)

法 律 13:30へV16:00
2日 ,

23日

9 日,16日

26日 ,30日

医 療 13:30ヘン15:30 4日

痴 呆 14:00-16:00 18日

公的年金・保下父 13:30ヘツ15:30 3日

税 金 10100ヘン12:00 13日

健康・介護 10:00へV16:00 12日

新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄
りやその家族の方マガ抱える悩みごとや、心配 。
ごとの相談を無料でお受けしています。  F

相談電話 025-285-4165・
(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階 )

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついるいるな情報をテレホンサービスでお知ら
せしています。

～ 6月 2日  「ウォーキングで若々しく」
6月 3日 ～ 6月 18日 「調停の利用方法」
6月 19日 ～ 7月 3日  「湿気対策」

テ レホ ンサ ービス
8025-28卜 5550(24時間年中無休)

土砂災害防止月間  6月 1日～ 30日
ガけ崩れや地滑りなどの生砂災審|ま、一B舜のうち1こ奪い生命や財産を奪つてし,まtヽます。
○雨ガ降り続くときや大雨のとき

O川の水、丼戸水、湧水の量が変てとしたり、 濁り出したとき
O土地に亀製ガ生したとき
なとrtま非篤に危S父です。山やガけ、川などておかしな点を見つけたときは、役場建設課 (平こと784-4852)にご
連絡ください。また、危険を感じたらすぐに避難しましよう。

広報ゆざわ H15.5.25  (10)



ー

登
録
制
度
の
概
要
と

○
登
録
制
度
の
概
要

保
育
士
資
格
の
登
録
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
１５
年
■
月
２９
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
保

育
士
資
格
を
持
ち
、
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行

っ
て
い
る
方
は
都
道

府
県
知
事
に
登
録
し
な
け
れ
ば
保
育
士
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
、
法
施
行
後
３
年
間

（平
成
１８
年
Ｈ
月
２８
日
ま
で
）
は
、

罰
則
規
定
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
保
育
士
の
業
務
に
就
い
て
い
な
い
方
は
、
登
録
を
し
な
く

て
も
保
育
士
資
格
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
士
業

務
を
行
う
予
定
が
あ
る
場
合
に
は
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｏ
登
録
先

・
指
定
保
育
士
養
成
施
設
卒
業
者
↓
申
請
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市

町
村
が
所
在
す
る
都
道
府
県
知
事

・
保
育
士
試
験
合
格
者
↓
合
格
地
の
都
道
府
県
知
事

Ｏ
登
録
申
請
の
受
付
開
始
時
期

新
潟
県
で
は
、
平
成
１５
年
■
月
２９
日
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

他
の
都
道
府
県
で
は
、
受
付
開
始
時
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
登

録
先
が
新
潟
県
以
外
の
方
は
、
該
当
都
道
府
県
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
具
体
的
な
登
録
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
定

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
福
祉
保
健
部
児
童
家
庭
課
保
育
係

ＴＥＬ

０

２

５

・

２

８

０

・

５

２

１

５

■重症急性呼吸器症候群 (SARS)相談窓口について■
県では電話相談窓口を開いていますのでご利用ください。

―

心配な方は、直接病院を受診するより、まずは下記の相談窓日にご相談ください。
"六日町健康福祉環境事務所 TEL 772-8142(開設時間 8:30～ 17:15)
"新潟県健康対策課 TEL 025-280-5200(開 設時間 9:00～ 17,00)

※なお、新潟県ホームページ(http:〃www.pref.nitthta.jp/)で、重症急性呼吸器症候群(SARS)関連の
情報提供も行っておりますのでご利用ください。

昨年 11月 以降に、ハノイ (ベ トナム)・ 香港等において集団発生している感染症です。

最初の患者は、今年 2月 26日 にハノイ (ベ トナム)の病院で報告されました。
感染者が発生している地域に渡航及び居住していた方で、38℃ 以上の高熱、痰を伴わない咳、呼吸困難

感などの呼吸器症状が見られる場合 SARSが疑われます。感染してから 2日から7日後に症状が発生
します。

感染者が報告されている地域への旅行は避けることです。

SARSに限らず、風邪でもインフルエンザにおいても 3大感染予防は、手洗い 。うがい 。マスクの着
用です。

日

日

重症急性呼吸器症候群 (SARS)と は ?

~る
には ?

平
成
１５
年
度

新
潟
県
職
員
採
用
上
級
試
験

・

【受
付
期
間
】

６
月
３
日

（火
）
ま
で

【覧
験
資
格
】

。
昭
和
４９
年
４
月
２
日
か
ら
昭
約

５７
年
４
月
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

・
昭
和
５７
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
４
年
制
大
学
を
卒

業
し
た
方
又
は
平
成
１６
年
３
月

３‐
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み

の
方

（新
潟
県
人
事
委
員
会
が

こ
れ
ら
と
同
等
と
謎
め
る
方
を

含
む
。
）

・
職
種
に
よ

っ
て
は
別
に
定

め
る

資
格

・
免
許
が
蜂
要
で
す
。

【第
―
次
試
段
】

６
月
２２
日

（日
）

新
潟
市

・
東
京
都

【
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
々
事
委
員
会
事
務
局

総
務
課
任
用
係

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

０

●
５

５

３

８

の
全

国
交
通
安
全
運
動
期

湯
沢
町
で
１
人
の
交
通

死
亡
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
は
、
お
こ
さ
な
い

あ

わ
な

い
よ
う

に
注
意

し
ま

一
‥
し
ょ

う

。

こ

、



湯
沢
み
ど
り
の
会

ブ
ナ
の
植
樹

【
日
時
】

６
月
８
日

（日
）

受
付
　
午
前
８
時
か
ら

開
会
　
午
前
９
時

【場
所
】

旭
原
船
木

（大
源
太
林
埴
入
口
か

ら
車
で
３
分
）

【携
行
品
】

雨
具
、
手
袋
、
長
靴
、
飲
食
杉
等

【申
込
締
切
】

５
月
３０
日

（金
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

高
山
　
昇

（
ニ
ッ
ク
湯
沢
内
）

胆
７
８
４

・
２
５
６
７

【
テ
ー
マ
】

。
次
世
代
の
地
方
白
治
の
姿

と
は

。
よ
り
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
我

々

で
考
え
よ
う

　

　

´

【
日
時
】

６
月
７
日

（土
）
　

　

　

　

′

午
後
７
時
～
８
時
３０
分

【
場
所
】

塩
沢
町
公
民
館

【内
容
】

川
上
忠
義

県
副
知
事

詩
演
会

【参
加
費
】
　

　

　

　

　

　

一

無
料

【
主
催

。
問

い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
創
造

租
７
８
２

●
５
１
６
５

町
の
上
下
水
道
料
金
は
、
１２
月

か
ら

４
月
ま
で
は
積
雪
の
た
め
、

一
部
を
除
き
水
道
検
針
を
行
わ
ず
、

枇
算
に
よ
る
請
求
を
し
て
い
ま
す
。

５
月
か
ら
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
を
再
開
し
ま
．
す
の
で
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ

の
損
傷
な
ど
で
鴻
水
が
あ
り
、
町

指
定
の
給
水
装
置
工
事
店
に
よ
り

修
理
さ
れ
た
方
は
、
お
手
数
で
す

が
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

水
道
課
業
務
係

租
７
８
４

ｏ
４
８
５
３

当
月

の
口
座
振
替

が
不
能

と

な

っ
た
場
合
、
翌
月

の
口
座
振
替

日
に

一
度

の
み
再
度
振
替
を
行
う

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

５
月

（参
回
の
該
当
は
上
下
水
道

料
、
】紅
泉
使
用
料
）
か
ら
始
ま
り
ま

′
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
（４
月

２８
日
が
振
替
不
能
の
場
合
は
、
５

月
路
日
に
通
常
分
と
合
わ
せ
て
再

度
振
替
し
ま
す
。
）

振
替
不
能
と
な

っ
た
方
に
は
詳

細
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
共
ヽ
い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

収
納
課

砒
７
８
４

ｏ
３
０
５
６

６
月

の
は
冤
ご
と
柏
設

日

４
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
冶

高
橋
ト
ミ
エ

Ｈ
日

（水
）

相
談
員
　
井
熊
　
秀
夫

杉
本
　
芳
枝

‐８
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

二南

積
ｒ

ミヽ

ヨ

ン

２５
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
秀
夫

杉
本
　
チ
枝

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
●
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

与

り

。
１０
日

（火
）

午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
吉
同
橋
　
昇

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

ご家族＼ご近所と元気にいきいき暮らせるように「丈夫な筋肉

づくり」「丈夫な信づくり」のためのけんこつ体操です。ぜひ参加

して三みましよう。

【日程】

【参加費】 100円

【問い合わせ】在宅介護支援センター T[L784-3000

①
水
道
メ
ー
ダ
ー
の
上
に
は
物
を

置
か
な

い
で
く
だ
さ

い
。

②
人
は
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
し

て

つ
な

い
で
く
だ
さ

い
。

③
水
道
メ
ー
ア
ー
の
ボ

ッ
ク
ス
の

中
は
、
泥
水
が
た
ま
ら
な

い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
今
月

の
検
針

に
よ
り
冬

期
間

の
枇
算
請
求
分
を
６
月
の
請

求
に
て
精
算
し
ま
す
。

冬
期
間

に
鴻
水
な
ど
で
、
一
度

に
多
額
の
請
求
を
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
水
道
管
破
裂
や
器
具

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
創
造

　

´

「小
さ
な
行
政
磨
を
目
指
し
て
」

会  場 期 日 時  間
神立中央会館 (栄田]) 10日の 24日の 10 : 00ヘツ11 : 30

神立中央集会場 (田中) 6日◎ 20日③ 10 : 00ヘン1l i 30

農山村開発センター 9日023日⑤ 10i 00ヘレ11 :30
松川生活改善センター 4日⑪ 48日⑪ 10:00-11 130

下湯沢公民館 41日⑪ 25日⑪ 10:00-1l i 30

□―プウエー事業所 5日⑥ 19日⑥ 10: 00ヘン 11 : 30

総合福祉センフー
3日の 17日の
12日⑥ 26日⑥

10

40

15-11 :45
15-11 :45

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

Ｅ
座
再
振
誉
紺
度
に
，
い
て

６
月

の
行
政
柏
殺

鰺窃の鶏暇鬱
4月届出分 5月 1日現在  何年七ヒl

出生

死亡

転入

転出

5

9

51

101

(-55)

(-32)

(-87)

(-15)

男   4,362

女   4,552

5+    8,914

世帯  3,151

広報ゆざわ H15.5.25  (12)



湯  沢  西 土 樽 ・ 神 立 俣湯  沢  東分区 出  し  方
⑪・⑮・①t注)のとおり。 ①・⑪・④み可  燃

11日・ 25日10日・ 24日 13日・ 27日12日・ 26日)レダ ン ボ
6日 4日5日 3日

紐を十字にかけ

る。紙 類 ・ 布 類
18日17日 20日19日ぺ 'ン ト ボ ト

'レ 4日 6日5日3日,空   き  缶
11日 13日12日10日空  き  び  ん

19日 18日 20日17日

不燃ごみ指定袋

に入れる。

袋を二重にしな

いこと。その他の不燃ごみ

し み  収
～ ～

※問い合わせ 住民課環境生活探□784-3453

※問い合わせ 保健センター センター内□784-3149)

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内□784-3149)

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成 15年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。

め 罐 ⑩ 鰯

半

時    間 場△
象対日 目種

8:00ヘツ10:00 俣  小  学  校三俣一、三俣二、八木沢、大島合同検診・成人歯科健診
10:00～ 14:00 ゃ す ら ぎ 荘精神に障害をお持ちの方

3⑪
ふ れ あ い サ ロ ン

湯沢町公民館浅貝分館8:00ヘン10:00浅貝、二居′4⑪ 合 同 検 診

神 立 小 学 校8:00-10:00芝原、七谷切、戸沢、平沢、田中合 同 検 診
13:00-13:15 総 合 福 祉 セ ン タ ーH13.10月 ・11月 生まれ1歳 6ヶ 月 児 健 診5⑥

ロープ ウ ェー体 育 館8:00～ 10:00西中、西山、湯元、布場、滝沢6④ 合同検診・成人歯科健診
総 合 福 祉 セ ン タ ー13:30-15:005月 末届出者90 マ タ ニ テ ィー サ ロ ン
総 合 福 祉 セ ン タ ー。` 9:00～ 9:15H12.4月 ～ 6月 生まれ3歳 児 歯 科 健 診

lo:oo入ン14100 ゃ す ら ぎ 荘精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン
10の

総 合 福 祉 ヤ ン タ ー
10:00集合

10:30集合

H14.3月 ・4月 生まれ
H14.5月 ・6月 生まれ12⑥ 1歳 児む し歯予防教室

総 合 福 祉 セ ン タ
ユ

13:30ヘツ15:00
三国・三俣地区、栄町、芝原、

七谷切、戸沢  ,113④ 乳 が ん 検 診

総 合 福 祉 セ ン タ ー19:00-20:305月 末届出者マ タ ニ テ ィー サ ロ ン16①
総 合 福 祉 セ ン タ ー9:00へ″9:15H13,3月 ～ 5謙生 まれ2歳 児 歯 科 健 診
や す  ら ぎ 荘10:00年 14:ll(l精神に障害をお持ちの方

17⑪
ふ れ あ い サ ロ ン

総 合 福 祉 セ ン タ ー13:30～ 15:305月 12日 ～ 15日健診分18⑪ 本 健 診 結 果 説 明 会
総 合 福 祉 セ ン タ ー13:30ヘン15:305月 16日 健診分   ,1・19④ 基 本 健 診 結 果 説 明 会
総 合 福 祉 セ ン タ ー13:30-15:005月 末届出者230 マ タ ニ テ ィー サ ロ ン
総 合 福 祉 セ ン タ ー13:00へV13:15H14.8月 、H15.2月 生まれ乳 児 健 診26電働

総 合 福 祉 セ ン タ ー13:30-15:00平沢、田中、堰場、原新田、小原、

宮林、中子、添名、原、西原乳 が ん 検 診27④

生 行 事1建

会 場 。 時 間類種日

生後 3～ 90ヶ 月の間に週間以上の間隔声あけて 2回接種

(通常は春と秋に接種)3⑪ ポ  リ  オ

おおむね

3 回接種3 8週間の間隔で生 3 90 月ケ の間 t後期
2 18 月ケ t て 回接種お3 目回 機種後、期追加

三 種 混 合10⑪

1期 :生後 6～ 90ヶ 月の間に 1～ 4週間

1期追加 :2回目接種後、おおむね 1年おいて 1回接種
の間隔で 2回接種

17⑪ 日 本 脳 炎

保健医療センター

14:00～ 15:00

生後 12～ 90ヶ 月の間に 1回接種
1歳を過ぎたらなるべく早く受けることが望ましい)24⑪ 麻  し  ん

予防接種の望ましい

受け方の順序
①ツベルクリン・BCG ②ポリオ ③三種混合 ④麻しん ⑤風しん ⑥日本脳炎

(13)



日 受 付 時 間 内  科 外  科

10
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆ きぐに大和総合病院

囲 773-6688

剛 留 -2in
休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合 病:院

7①
12:00  ～ 18:001

18:00～翌朝 6:00

荒  川  医  院
ゆきぐに大和総合病院

団 782-0524

図 777-21■

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

80
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝副773-6688

団躍 -71■

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

14①
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:00

い と う小児 ク リニ ック

六  日 町  病  院

□ 770-0303

囲 772-7111

本 日 町 病 院

六  日 町  病  院

150
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

囲 773-6688

園 777-2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

21①
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:00

中 澤 医 院

ゆきぐに大和総合病院

団/773-3211

圃 777-21■

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

220
9:00  ～ 16:00

18:(X)～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

題],773-6688

圃訂2-7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

280
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:〔 Xl

城   内  病   院  囲 775-2009

六 日 町 病 院 園 772-7111

日

日

′町

町

病

病

院

院

290
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

囲 773-6688

団 777-2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病
―
院

※問い合わせ 日曜・祝日⇒休日救急診療所 TEL 7 7 3-6688
その他の日 E〉 魚沼消防本部  T[と 782-1991

(テレホンガイド)

※脳神経外科の休日救急医療⇒斎藤記念病院 砒773-5111
6月の救急診療当番
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